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　聖載は綾けられて，わが言忌は既に支那全土に及び遠く「海南島」の敵前一．L
陸となった．……海南島の夜塞……そこには麗はしい「南十字星」が輝いてみ
る．との5月頃には宥の塞に南中して二三な姿を突立てkみる．今我邦では豪
湾より南方へ往かねば見られぬこの南十字星．一一想へば今から3000年の昔，
紳武帝が御束征の一時には，この大阪からでも南の地三線から10除度の高さIC
との＋字星は見られた．梅ヒ天皇も恐らくとの「四つの星」を｝何天に御三にな
りながら尊き建國への職陣を進めさせられたこと㌧察せられる．この「四つの
星」は實はその昔の祠1武帝の御剣のやうに見られる．
　西洋では十字星を叉「アマル王の創」とも呼んでみるそうだが，我々にして
みれば，今日この十字星は「紳武帝の創」として仰ぎたい．而かも昭和の大業
聖職は二面され，今や測らすも建國の昔，祠三二を護りし十’ナ曝が，見ゆる虞
遠く海南島まで進軍して行った事は質に意義深く，叉偶然でもないと推寒され
る．實に神業であらう．
　薮に十字星を「祠1武帝の剣」として仰ぐ時，今日の陛下の御凌威の輝く海南、
勘に日章旗を掲げ，夜室に帥武帝が品々の間力・ら皇軍を護り賜へると解するこ
とが出山やう．
　今後1萬年も経てば，地球の幾差運動によって「祠1武帝の創」は，南天から
耽へ移動して見え，再びロ本内地の室に昇ることになり，御代は彌々榮える．
南＋字星剛・武帝の創（つるぎ）」と呼び仰ぐ時，昭和の1鱗は天上の星座の中
にも意義づけつれ，記念せられることにならう．
　　　　　　（プラネタリウムにて海南島の星空な仰ぎつS一高城生）
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